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公益財団法人　藤沢市まちづくり協会
シルバー人材センター・生きがい就労センター

もやいとは、人と人とを結び付けること（共働・共助）

初
夏
の
新
林
公
園	
枡
田
　
明
人

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

4
月
1
日
付
で
公
益
財
団

法
人
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協

会
の
理
事
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
田
代
富
二
夫
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
生
き
が
い

就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
藤
沢
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
健

康
で
、
愛
着
を
も
っ
て
、
末
永
く
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
「
健
康
寿

命
日
本
一
の
ま
ち
ふ
じ
さ
わ
」
を
掲
げ
、
環
境

づ
く
り
と
情
報
や
き
っ
か
け
づ
く
り
の
提
供
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

お
も
な
内
容
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
世
代
に

わ
た
っ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
気
軽

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
心
も
か
ら
だ
も
健
康
な
状
態
を
維
持
す

る
た
め
の
フ
レ
イ
ル
（
※
1
）
予
防
や
、
元
気

に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、
健
康
増
進
や
ス
ト
レ

ス
を
解
消
す
る
こ
と
等
の
様
々
な
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
同
様
に

生
き
が
い
を
持
っ
て
元
気
で
就
業
さ
れ
ま
す
こ

と
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
が
、
就
業
を
通
じ
て

よ
り
一
層
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と

福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
就
業
機
会
の

拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
※
1
）
フ
レ
イ
ル
：
年
を
と
っ
て
心
身
の
活
力

（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
な
ど
）

が
低
下
し
た
状
態



（2）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
の
設
置
に
向
け
た
設
立
準
備
会
に
お

い
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
検
討
を
重
ね

て
来
た
結
果
、
本
委
員
会
を
設
置
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
委
員
会
の
役
割
と
し
て
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
自
ら
立
ち
上
が
り
、
お
互

い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
て
働
い
て
行

く
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
理
念

に
基
づ
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
自
ら
が
自

発
的
、
意
欲
的
に
、
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
必
要
な
ル
ー
ル
作
り
や
意
見
・
提

案
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
つ
機
会
と

し
、
ル
ー
ル
の
確
認
や
意
思
統
一
、
情

報
を
共
に
し
、
安
心
・
安
全
な
就
業
、

社
会
参
加
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
の
よ

り
一
層
の
享
受
に
結
び
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
等
に
マ
ッ
チ
し
た
部
会

の
設
置
な
ど
、
運
営
し
て
い
く
形
作
り

や
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
予
定
で
す
。

［
運
営
委
員
の
ご
紹
介
］
※
順
不
同

事
務
補
助
班	

鳥
羽
洋
一
郎（
委
員
長
）

襖　

班	

森　
　

明
次（
副
委
員
長
）

植
木
班	

岡　
　

義
博

草
刈
班	

森
谷　

健
夫

除
草
・
清
掃
班	

木
村　

康
行

企
業
清
掃
班	

髙
橋　

榮
夫

駅
前
自
転
車
整
理
班	

安
田　

守
男

駐
車
・
駐
輪
場
管
理
班	

土
方　

晨
正

公
民
館
等
施
設
管
理
班	

杉
山　
　

茂

企
業
出
向
班	

三
瓶　
　

彰

平
成
31
年
度事業

計
画
に
つ
い
て

（
公
財
）
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会
は
、

公
益
法
人
と
し
て
、
ま
た
市
の
出
資
団

体
と
し
て
、
定
款
に
定
め
る
「
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
市
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
目
的
に
向
け

て
、「
第
一
次
中
期
経
営
計
画
」
に
引
き

続
き
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

を
計
画
の
期
間
と
す
る
「
第
二
次
中
期

経
営
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
各
分
野
で

3
か
年
の
事
業
計
画
を
定
め
、
そ
れ
に

沿
っ
て
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

〈
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
〉

本
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
、
個
人
等
か
ら
高
齢
者
の
就
業
に

関
し
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又

は
軽
易
な
業
務
の
機
会
を
確
保
し
、
組

織
的
に
提
供
す
る
こ
と
及
び
就
業
に
必

要
な
知
識
及
び
技
術
を
付
与
す
る
た
め

の
講
習
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
事

業
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
、
並
び

に
社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

諸
活
動
を
行
い
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
充
実
と
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

◎
実
施
事
業

1�

雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か
つ
短
期

的
な
就
業
、
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供
。
高
齢

者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
に
寄
与
す
る
た
め
、
高
齢
者
に
ふ

さ
わ
し
い
仕
事
を
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
企
業
、
個
人
等
か
ら
受
託
し
、
能

力
、
希
望
等
に
応
じ
て
請
負
又
は
委
任

に
よ
り
提
供
し
ま
す
。
就
業
機
会
の
提

供
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
か
ら
発
注
さ

れ
た
仕
事
の
情
報
を
広
く
高
齢
者
に

周
知
し
、
公
平
な
就
業
機
会
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
就
業
や
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
就
業
な
ど
を
進
め
、
よ
り
多
く

の
会
員
が
就
業
で
き
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

�（
主
な
事
業
）
施
設
の
清
掃
・
管
理
、

駅
前
自
転
車
の
整
理
、
駐
車
場
の
管

理
、
公
民
館
等
の
施
設
管
理
、
公
園

の
清
掃
・
管
理
等
、
除
草
・
清
掃
、

植
木
剪
定
、
草
刈
、
屋
内
外
の
清
掃
、

障
子
・
襖
の
張
替
え
、
家
事
支
援
等

2�

雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な

就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に

係
る
就
業
機
会
の
提
供
。

　

�（
主
な
事
業
）
①
職
業
紹
介
事
業　

高

齢
者
の
就
業
に
関
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
者
と
な
り
、

公益財団法人藤沢市まちづくり協会

シルバー人材センター運営委員会の組織図イメージ

公益社団法人
全国シルバー人材センター事業協会

公益財団法人藤沢市まちづくり協会
理事会

公益財団法人藤沢市まちづくり協会
評議員会

公益財団法人藤沢市まちづくり協会
事務局

公益社団法人
神奈川県シルバー人材センター連合会

シルバー人材センター
事務局

シルバー人材センター
運営委員会



（3）

求
人
及
び
求
職
の
申
し
込
み
を
受
け

て
、
求
人
者
と
求
職
者
と
の
間
に
お

け
る
雇
用
関
係
の
成
立
を
斡
旋
す
る

事
業　

②
労
働
者
派
遣
事
業　

派
遣

元
事
業
主
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
神

奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
と
の
連
携
の
も
と
、
派
遣
先
の

指
揮
命
令
を
受
け
て
労
働
に
従
事
さ

せ
る
事
業

３�

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
付
与
す
る

た
め
の
講
習　

就
業
上
必
要
な
技
能
、

知
識
を
就
業
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に

付
与
し
、
よ
り
広
い
就
業
分
野
で
の

仕
事
の
確
保
と
提
供
を
行
い
ま
す
。

（
主
な
事
業
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
、

接
遇
研
修
、
高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
、
高
齢
者
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習

4�

事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
、

並
び
に
社
会
参
加
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
諸
活
動
。

　

�（
主
な
事
業
）
普
及
啓
発
事
業
、
安
全
・

適
正
就
業
の
推
進
、
調
査
研
究
事
業
、

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大
事
業
、
企

画
提
案
方
式
に
よ
る
事
業
、
相
談
事

業
、
社
会
参
加
活
動
の
推
進
事
業
等

〈
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
）

本
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
及
び
個
人
等
か
ら
仕
事
を
受
注
し
、

障
が
い
者
等
の
働
く
機
会
を
確
保
、
提

供
し
、
就
業
及
び
社
会
参
加
と
交
流
の

推
進
並
び
に
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。

◎
実
施
事
業

1�

障
が
い
者
等
に
適
し
た
仕
事
を
地
方

公
共
団
体
、
民
間
企
業
、
個
人
等
か

ら
受
託
し
、
能
力
、
希
望
等
に
応
じ

て
請
負
又
は
委
任
に
よ
り
提
供
す
る

と
と
も
に
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
推

進
す
る
た
め
、
試
作
品
や
展
示
販
売

品
の
自
主
制
作
を
行
い
ま
す
。

（
主
な
事
業
）
①
請
負
又
は
委
任
に
よ

る
事
業　

障
が
い
者
等
に
、
地
方
公
共

団
体
及
び
民
間
企
業
か
ら
部
品
の
組
み

立
て
、
配
布
物
の
封
入
・
封
緘
、
箱
詰

め
等
を
、
ま
た
個
人
等
か
ら
洋
裁
、
筆

耕
等
の
軽
作
業
を
受
託
し
提
供
す
る
。

②
自
主
制
作
事
業　

障
が
い
者
等
が
、

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
石
鹸
や
エ
プ
ロ
ン
等
を

自
主
制
作
し
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
公

民
館
ま
つ
り
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
展
示
販
売
す
る
活
動
を
行
う
。

２�

就
業
分
野
の
拡
大
並
び
に
社
会
参
加

活
動
を
推
進
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
主
な
事
業
）
①
普
及
啓
発
事
業
②
安

全
・
適
正
就
業
の
推
進
事
業
③
調
査

研
究
事
業
④
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡

大
事
業
⑤
相
談
事
業
⑥
技
能
研
修
等

⑦
社
会
参
加
活
動
の
推
進
⑧
公
益
目

的
事
業
の
活
動
拠
点
の
運
営
管
理

平
成
30
年
度
会
員
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

去
る
2
月
19
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
及
び
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー

事
業
振
興
の
た
め
に
、
10
年
の
長
き
に

わ
た
り
就
業
し
、
貢
献
さ
れ
た
方
の
表

彰
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に
、

本
市
の
片
山
睦
彦
福
祉
健
康
部
長
を
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
54
名
の
方
（
男
性
45
名
、
女

性
9
名
）
が
表
彰
さ
れ
、
平
均
年
齢
は

74.7
歳
、
最
高
齢
は
85
歳
の
男
性
の
方
で

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
様
々
な
職

種
に
就
業
さ
れ
、
地
域
社
会
で
活
躍
し

貢
献
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
で
す
。

（
公
財
）
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会
田

代
富
二
夫
専
務
理
事
の
開
会
の
こ
と
ば

に
引
き
続
き
、（
公
財
）
藤
沢
市
ま
ち

づ
く
り
協
会
遠
藤
主
計
理
事
長
よ
り
各

表
彰
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
遠
藤
理
事
長
よ
り
「
10
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
事
業
に
貢
献
、
ご
尽

力
賜
り
、
地
域
の
方
々
に
感
謝
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
協
会
と
し
て
今
後
皆
様
の
活
躍
の

場
を
皆
様
の
ご
意
見
も
頂
戴
し
な
が
ら

開
拓
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
お
元

気
で
、
生
涯
現
役
と
し
て
働
き
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
山

本
勝
男
様
よ
り
「
こ
の
10
年
間
、
就
業

も
多
岐
に
わ
た
り
、
自
然
災
害
等
も
あ

り
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
安

全
の
た
め
、
業
務
に
精
励
で
き
た
の
も
、

同
僚
、
諸
先
輩
等
の
ご
指
導
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
生
涯
現
役
を
目
指
し
、

健
康
に
留
意
し
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
来
賓
で
あ
る
片
山
福
祉
健
康
部

長
よ
り
「
常
日
頃
本
市
の
福
祉
行
政
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

高
齢
期
は
、
収

入
、
健
康
、
人

と
の
関
係
性
不

安
と
い
か
に
上

手
に
付
き
合
っ

て
い
く
か
が
健

康
長
寿
の
秘
訣

と
言
わ
れ
て
お

り
、ま
た
、
地
域

社
会
へ
の
参
加
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が
豊
か
な
高
齢
期
を
過
ご
す
秘
訣
で
も

あ
り
ま
す
。
藤
沢
市
は
健
康
寿
命
日
本

一
を
目
指
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
も
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
が
支
え
合
う
地
域

共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
は

こ
の
環
境
づ
く
り
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
日
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々

の
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
藤
沢
落
語
講
談
倶
楽
部

の
〝
あ
や
志
家
つ
か
丸
〟
さ
ん
に
よ
る
落

語
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
鈴
木

秀
夫
セ
ン
タ
ー
長
の
閉
会
の
挨
拶
に
よ
り

表
彰
式
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、
今
後

も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

技
能
講
習
会

～
保
冷
剤
を
再
利
用
し
た

芳
香
剤
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー
の
障
が
い

者
部
門
の
技
能
講
習
会
が
3
月
20
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
障
が
い
者
部
門
の

会
員
の
皆
さ
ん
の
技
能
向
上
、
自
主
作

品
の
作
成
と
そ
の
販
売
意
欲
の
向
上
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
家
庭
に
あ
る
保
冷
剤
を
利
用

し
た
芳
香
剤
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

職
員
の
指
導
に
従
っ
て
、
ガ
ラ
ス
容

器
に
保
冷
剤
の
中
身
を
半
分
ほ
ど
取
り

出
し
て
入
れ
、
そ
こ
に
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
ス
イ
ー
ト
、

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
芳
香
剤
を
順
次
入

れ
て
か
き
混
ぜ
る
。
こ
の
香
り
の
付
い

た
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
保
冷
剤
の
中
に
、

貝
殻
や
ビ
ー
ズ
な
ど
彩
り
と
な
る
物
を

入
れ
、
こ
れ
に
水
を
少
量
加
え
、
最
後

に
レ
ー

ス
の
生

地
で
ふ

た
を
し
、

リ
ボ
ン

を
か
け

て
出
来

上
が
り

ま
し
た
。
ほ
の
か
な
、
良
い
香
り
の
す

る
芳
香
剤
の
作
品
に
、
会
員
の
皆
さ
ん

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

健
康
講
座 

～
健
康
診
断
結
果
の
読
み
方
・ 

　
　
　
　
　

見
方
・
考
え
方
～

藤
沢
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー	

姫
野
　
秀
朗

副
所
長

健
康
診
断
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

あ
る
の
に
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

多
く
の
人
が
「
歳
を
取
っ
て
も
健
診
結

果
が
気
に
な
る
」
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

基
準
値
の
問
題
、
健
康
診
断
に
は
含

ま
れ
な
い
体
の
評
価
法
、
血
圧
の
考
え

方
、
脂
質
値
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め

て
み
ま
す
。

（
1
）
基
準
値

健
康
診
断
の
基
準
値
策
定
に
は
、
二

通
り
あ
り
ま
す
。

1
）	

20
～
60
歳
の
健
康
な
人
の
検
査
結

果
の
上
限
と
下
限
の
2.5
％
を
除
い

た
95
％
の
人
が
含
ま
れ
る
範
囲

	

血
液
検
査
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
を

用
い
ま
す
。

2
）	

対
象
年
齢
を
絞
っ
た
疫
学
研
究
を

元
に
し
た
範
囲

	

血
圧
値
や
脂
質
値
、
腹
囲
の
基
準

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

筋
肉
の
衰
え
同
様
に
、
臓
器
の
機
能

低
下
も
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
起
こ

り
ま
す
。
し
か
し
、
機
能
が
低
下
し
て

も
血
液
検
査
結
果
で
は
正
常
範
囲
内
で

あ
っ
た
り
、
基
準
値
を
超
え
て
も
健
康

で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

本
来
は
個
別
に
解
釈
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
基
準
は
74
歳
以
下
に
当

て
は
め
ま
す
。

（
2
）
健
診
に
は
、
骨
や
筋
肉
に
つ
い
て

の
測
定
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
元
気

で
い
る
に
は
こ
の
両
方
が
重
要
で
す
。

膝
下
の
最
も
太
い
部
分
を
両
手
の
親
指

と
ひ
と
さ
し
指
で
囲
（
指
輪
っ
か
テ
ス

ト
）
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
す
き
間
が

あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
筋
肉
量
が
少
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
3
）
血
圧

中
年
期
か
ら
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
中
年
期
か
ら
の

リボンを巻いて芳香剤の 
できあがり！

これからもお元気で、益々のご活躍を !!
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高
血
圧
症
は
認
知
症
の
ひ
と
つ
血
管
性

認
知
症
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

で
動
脈
硬
化
は
眼
底
写
真
か
ら
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
眼
底
動
脈
に
狭

窄
が
あ
る
こ
と
は
、
脳
の
細
い
動
脈
に

も
病
変
が
あ
る
」
と
想
像
を
働
か
せ
る

こ
と
が
、
治
療
の
重
要
性
を
知
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
4
）脂
質（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル（
Ｔ
Ｃ
）、

中
性
脂
肪
、
な
ど
）

高
血
圧
症
と
同
様
に
動
脈
硬
化
か
ら
、

脳
梗
塞
と
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
う
る
危

険
因
子
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、

悪
玉
と
さ
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
よ
り
も
、
Ｎ
ｏ
ｎ

－

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
か
ら
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
引

い
た
値
）
で
、
だ
い
た
い
１
６
０
ｍ
ｇ

／
ｄ
Ｌ
以
上
が
脳
梗
塞
と
心
筋
梗
塞
の

発
症
と
関
係
が
よ
り
強
い
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
過
程
と

細
胞
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
物
質
の

生
成
過
程
が
共

通
な
の
で
、
広

く
使
わ
れ
て
い

る
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
低
下

さ
せ
る
薬
の

中
に
は
薬
の

効
果
よ
り
も

筋
肉
の
不
調
が
、
高
齢
者
に
は
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
も
の
で

す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
於
：
Ｈ
31
．2
．18　
生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

姫
野
　
秀
朗
（
ひ
め
の
　
ひ
で
お
）
先
生
の
略
歴

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
5
月
1
日
生

学
歴昭

和
60
年
（
１
９
８
５
）
3
月

　

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
卒
業

職
歴１

９
８
５
年
6
月

　

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
病
院　

臨
床
研
修
医

１
９
８
７
年
6
月

　

済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院

１
９
９
０
年
6
月

　

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

１
９
９
１
年
4
月

　

ボ
ス
ト
ン
大
学
医
学
部
心
臓
血
管
研
究
所

１
９
９
４
年
4
月

　

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
第
2
内
科

１
９
９
６
年
6
月

　

藤
沢
市
民
病
院
循
環
器
科

２
０
０
０
年
6
月

　

国
立
相
模
原
病
院
内
科

２
０
０
３
年
4
月

　

藤
沢
市
民
病
院
循
環
器
科
主
任
医
長

２
０
１
０
年
4
月

　

藤
沢
市
民
病
院
循
環
器
科
部
長

２
０
１
２
年
4
月

　

藤
沢
市
民
病
院
循
環
器
科
主
任
部
長

２
０
１
５
年
4
月

　
藤
沢
市
民
病
院
医
療
支
援
部
長
兼
循
環
器
科
主
任
部
長

２
０
１
７
年
4
月

　

藤
沢
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
副
所
長

賞
罰１

９
９
５
年
6
月　

医
学
博
士

２
０
１
１
年
12
月

　

日
本
循
環
器
学
会
関
東
甲
信
越
支
部
評
議
員

２
０
１
８
年
3
月

　

日
本
循
環
器
学
会
認
定
Ｆ
Ｊ
Ｃ
Ｓ

空
き
家
対
策
！
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

藤
沢
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
連
携
・
協
力
し
、
空
き
家
対
策
を
行

い
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
及
び
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
こ
の
業
務
は
、
本
年
4
月
1
日
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
で
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度 

事
務
局
の
執
行
体
制

　

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

青
木　

明
彦

　

セ
ン
タ
ー
長
補
佐　

石
井　

哲
也

【
総
務
担
当
】

　

上
級
主
査	

田
中　

雄
一

　

主
査	

山
口　

み
さ

　

主
事	

石
崎　

彩
香

　

臨
時
職
員	

藤
巻　

澄
江
・
長
谷　

美
幸

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
公
共
担
当
】

　

上
級
主
査	

山
下　

隆
治

　

主
事	

辻
川　

貴
行

　

非
常
勤
嘱
託	

杉
山　

哲
己
・
前
田　

弁
榮

	
	

宮
武　

重
信
・
小
川　

晶

	
	

稲
垣　

一
彦

　

臨
時
職
員	

佐
藤　

常
平
・
村
松　

光
男

	
	

城
田　

修
治

【
企
業
担
当
】

　

主
事	

佐
藤　

雄
介

　

常
勤
嘱
託	

柿
﨑
貴
美
子
・
信
田　

英
雄

【
個
人
担
当
】

　

主
査	

渥
美　

比
呂
子

　

常
勤
嘱
託	

宮
路　

修
武

　

臨
時
職
員	

真
田　

理
恵

	
	

安
生　

由
紀
子

【
分　

室
】

　

分
室
長
（
兼
務
）　

石
井　

哲
也

　

上
級
主
査	

飯
田　

修
一

　

非
常
勤
嘱
託	

広
瀬　

稔

　

臨
時
職
員	

二
見　

さ
お
り

	
	

堀　

義
峰
・
程
島　

正
博

	
	

森
屋　

和
己

【
自
転
車
等
駐
車
場
管
理
事
務
所
】

　

所
長	

宮
崎　

充

　

副
所
長	

遠
藤　

主
計

　

上
級
主
査	

田
中　

崇
之

　

主
査	

川
畑　

顕
二

　

主
事	

草
刈　

彩
子

　

非
常
勤
嘱
託	

小
野　

清
・
石
倉　

隆
広

生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー

【
障
が
い
者
担
当
】

　

主
査	

栗
城　

武

　

非
常
勤
嘱
託	

長
谷
川　

清

【
女
性
担
当
】

　

上
級
主
査	

山
口　

直
美

　

臨
時
職
員	

若
生　

直
子

公
益
財
団
法
人
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
生
き
が
い
就
労
セ
ン
タ
ー

姫野秀朗先生
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会
員
の
活
動
紹
介

史
跡
歩
き
同
好
会

山
本
　
伸
哉

今
回
は
、
東
海
道
線
の
電
車
に
乗

り
大
磯
駅
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら
散

策
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
磯
駅
周
辺
は
、
歴
史
上
の
人
物

が
数
多
く
住
ま
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
有
名
な
地
域
で
あ
り
、
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
、
駅
か
ら
海
側
に
下
り
、
国

道
一
号
線
に
突
き
当
り
右
に
曲
が
り

小
田
原
方
向
へ
進
ん
で
行
く
と
、
一

号
線
を
挟
ん
だ
右
手
に
「
旧
島
崎
藤

村
邸
」
の
案
内
看
板
が
見
え
て
く
る
。

案
内
に
沿
っ
て
行
く
と
そ
の
当
時
の

ま
ま
の
瓦
ぶ
き
の
平
屋
が
見
え
、
敷

地
内
か
ら
家
の
中
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
静
か
な
場
所
で
し
た
。
見
学
後
、

再
び
一
号
線
に
も
ど
り
小
田
原
方
向

に
行
く
と
、
旧
東
海
道
の
松
並
木
が

見
え
て
く
る
。
そ
の
中
で
樹
齢
三
百

年
以
上
の
松
も
あ
り
、
江
戸
時
代
か

ら
あ
っ
た
松
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
松
を
後
に
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
城
山
公
園
が
見
え
て
く
る
。
切

通
し
橋
を
渡
っ
た
右
側
の
山
が
「
旧

三
井
邸
」
地
区
の
山
、
左
側
は
「
旧

吉
田
茂
邸
」
地
区
の
山
が
見
え
る
。

「
旧
吉
田
茂
邸
」
地
区
の
山
は
、
桜

の
木
が
多
く
見
ら
れ
る
山
で
、「
旧

三
井
邸
」
地
区
の
山
は
、
紅
葉
の
木

が
多
い
山
で
、
秋
に
な
る
と
多
く
の

紅
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
31
年
3
月
25
日
）

　
史
跡
歩
き
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

23

−

5
6
3
9　

山
本 

伸
哉

表

紙

は

語

る

初
夏
の
新
林
公
園

枡
田
　
明
人

緑
あ
ふ
れ
る
敷
地
に
遊
具
が
楽
し

め
る
「
冒
険
広
場
」、
湧
水
で
で
き

た
溜
池
「
川
名
大
池
」「
湿
性
植
物

園
が
あ
り
ま
す
。
山
の
尾
根
に
沿
う

「
散
策
路
」、
移
築
保
存
さ
れ
た
江
戸

時
代
の
茅
葺
「
古
民
家
」
な
ど
、
家

族
で
一
日
楽
し
め
る
公
園
で
す
。

川
柳
・
五
行
歌
通
信

若
林
　
琢
磨

風
薫
る
五
月
で
す
。
皆
様
お
元
気

で
す
か

そ
う
い
え
ば
最
近
、
災
害
救
助
犬

の
〝
夢ゆ

め

之の

丞す
け

〟
君
と
〝
じ
ゃ
が
い

も
〟
君
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
来
ま

せ
ん
。
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
ぁ
と
、

心
配
し
て
い
ま
す
。
で
も
こ
の
「
ふ

た
り
」
の
活
躍
の
場
が
無
い
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
と
も
毎

日
訓
練
か
な
？
世
の
中
誰
し
も
災
害

や
事
件
・
事
故
の
無
い
毎
日
を
望
ん

で
い
る
の
で
す
。

話
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
前
号
の
お

約
束
の
お
色
気
句
（
艶
物
）
を
ご
披

露
し
ま
し
ょ
う
。

『
怪
し
げ
に
マ
マ
と
フ
ラ
ダ
ン
明
日
二
才
』

初
作
で
す
の
で
遠
慮
が
ち
に
詠
み

ま
し
た
。

次
回
よ
り
少
し
づ
つ
悩
ま
し
い
句

を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
当
同
好
会
に
ご
参
加
の
方
は
、 

左
記
の
森
本
、
若
林
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

川 

柳 

同 
好 
会

選
者

　
句
題
　『
東
京
五
輪
』　

空
の
上
五
輪
見
守
る
金
栗
さ
ん
 

《
琢
磨
》

灼
熱
の
東
京
五
輪
無
事
祈
る
 

《
た
く
ま
》

若
人
の
躍
進
煌
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

《
裕
助
》

金
銀
銅
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
我
に
あ
り
 《

ゆ
う
す
け
》

猛
暑
で
も
並
ぶ
窓
口
五
輪
列
 

《
生
雄
》

盛
り
上
が
る
東
京
五
輪
世
界
の
輪
 

《
い
き
お
》

　
　
　森
本

　生
雄

　43
ー
0
0
2
3

　
　
　若
林

　琢
磨

　81
ー
1
4
0
7

（
皆
様
か
ら
の
旅
行
記
等
記
事
を
募
集
中
で
す
! !
）

五
輪
沸
く

真
夏
の

テ
レ
ビ
前

酌
み
交
わ
す

冷
酒

　
　
　
　 

生
雄

世
界
に
羽
ば
た
く

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は

江
の
島
で

二
度
見
れ
る

元
湘
南
ボ
ー
イ

　
　
　
　 

み
の
る

（
新
人
で
す
よ
ろ
し
く
）

ほ
と
ん
ど
の
お
薬

胃
に
流
し
込
む

万
病
に

立
ち
向
か
う

胃
に
感
謝

　
　
　
　  

も
も
子

五
行
歌


